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　ひとはくの生物系収蔵庫に収められてい
る生物標本は、どのような役に立つでしょう
か。生物の姿かたちや、いつ、どこにいた
か、という情報を標本から得ることで様々
な研究に役立っています。最近では、標本
のDNA（遺伝子）の情報も利用できるよう
になりました。DNAは、生物の設計図とな
るもので、細胞一つ一つに含まれている物
質です。生物が死ぬとDNAも分解されます
ので、標本からDNAを調べるのはこれまで
困難でした。しかし、解析技術の進歩によっ
て、比較的簡単にDNAを調べることが可能
になりました。
　標本は過去の情報を知ることができる、
いわば「タイムカプセル」と言えます。最近
数が減っている生物や絶滅してしまった生
物標本のDNAから、標本が採集された当
時、どれくらいの数がいたかといった情報
を知ることができるからです。
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　生息していた数の時間的な変化と環境
の変化の関係を調べることで、その生物が
なぜ減少したかを知ることができます。絶
滅の心配が大きな生物の減少理由を明ら
かにし、また守っていくためにも、生物標本
を収蔵しておくことはとても重要です。

中濵　直之（自然・環境再生研究部）

ー博物館標本はタイムカプセル！？ー
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   20 年ぐらい前に人博に息
子達を連れてきた時、本物
のコーカサスオオカブトを
持った写真を撮らせてもら
い、それをずっと職場の机
に飾っていました。
   多くの人に親しんでいた
だける博物館になるよう、
努めてまいります。

  本年度より自然・ 環境再生
研究部に着任いたしました
中濵です。DNA（いきものの
設計図）情報を使って、いきも
のを守る研究を専門にして
います。いきもののおもしろ
さや大事さをより楽しくお伝
えできる博物館になるように
と思っておりますので、よろし
くお願いいたします。

   “しぜん” と聞いて、なに
を思い浮かべますか？自分
の手の届く自然、壮大なス
ケールの自然。
   “わたしたち” と “しぜん”
はどのように関わり合うこと
ができるのか、共に考え、
体験出来たらと思います。     
よろしくお願いいたします。

  今年度からフロアスタッフ
に加わりました。
 来館される皆さまに、笑顔
で博物館の楽しさをたくさ
んお伝えし、来てよかったと
思っていただけるよう頑張
ります！
　どうぞよろしくお願いい
たします。

写真　

人博に収蔵されて
いる植物標本
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